
平成6年度電子情報通信学会信越支部大会

49セルラ移動通信系におけるハイブリッドチャネル割当法について

石井　勝*　　中野　敬介**　　　　田村　裕***　　仙石　正和*
*　新潟大学大学院工学研究科　　　　　　**　新潟工業短期大学
***　新潟大学地域共同研究センター

1.まえがき

移動通信系においては,使用できる周波

数帯が限られていることから,周波数の有
効利用が重要な課題の一つになっている.
そのための方式として.サービスエリアを

小さなセルに分割し干渉しない程度の距離
を離し.その離した複数のセルで同一チャ
ネルを使用するセルラ方式がある.このセ

ルラ方式において様々なチャネル割当法が
提案されている.チャネル割当法は大きく

分けると固定チャネル割当法(固定法)とダ
イナミックチャネル割当法(ダイナミック
法)がある.また.チャネル割当法には双

方の長所を取り入れたハイプリッド割当法
がある.本報告では. ハイプリッド法にお
いて新たなチャネル割当法を提案すると共

に,ダイナミックチャネルの割当の際に干
渉和を考慮に入れたチャネル割当法を提案
する.

2.干渉セルを用いる方法

干渉和を考慮に入れる前に,あらかじめ
同一チャネルを使用できないエリア(干渉
セル)を設定し.干渉セル内で使用中のチャ
ネルは新たに生起した呼に割り当てること

ができないモデルで解析を行った.

2-1.チャネル割当法(I)

方法①:固定チャネルとダイナミックチャ
ネルを分けて使用する.固定チャネルが全

て使用中の時.ダイナミックチャネルを割
り当てる.

方法②:固定チャネルを使用中の呼が終了
しだいダイナミックチャネルを使用中の呼
のチャネルを固定チャネルに切り換える.

ただし,ダイナミックチャネルは優先順位
の低いチャネルから再配置する.

方法③:①においてダイナミックチャネル
で.第一段階の再配置接続を行う.

方法④:ダイナミックチャネルを適当なと
ころ(n)で分け, nより優先順位の低い

チャネルを使用中の呼は. nより優先順位
の高いチャネルを使用中の呼が終了した場
合.そのチャネルに再配置する(1) (提案
方法) .

ただし. ①～④の方法においてダイナミッ
クチャネルの割当て方はFirst Avairable

法と同じである.

2-2.シミュレーション条件I

・全チャネル致(N):60.80.100.120
・固定チャネル:ダイナミックチャネル=6 : 4

・セル数:61
・呼:ポアソン分布
・保留時間:平均1.5分の指数分布

・ n:(ダイナミックチャネル数)×1/3
・呼量:6.0-10.0(er1)

・干渉セル:3　belt buffer(閾値(20dB))
・優先順位:番号の若いチャネル程高い

2-3.シミュレーション結果及び考琴

一例として.全チャネル数を120チャネ
ルとした場合のシミュレーション結果を示
す(図1).
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図1中心7セルの呼損率の平均(120チャネル)

干渉セルを用いる方法において.方法④
が第一段階の再配置接続と同程度の効果が

あることがわかった(60.80.100.120チャ

ネルにおいて同程度の結果が得られた) .
これは,ダイナミックチャネルで優先順位
を付け,優先順位の高いチャネルに優先順
位の低いチャネルを再配躍することにより

常に優先順位の低いチャネルが空きチャネ
ルとなり.このチャネルがダイナミックに
使用できるためであると思われる.
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3.干渉和を考慮に入れる方埠

あらかじめ干渉セルを設定しておく方法
ではなく,希望披対干渉披比(Carriar to
Interference Ratio:以下C 1 Rとする)が

一定の値(間値)以上であればチャネルを割
当てることができる方法を用いる.ただし

新たにチャネルを割り当てたことによる今
まで同一チャネルを使用中のセルにおける
通話品質を保つため.割り当てたと仮定し

たC 1 Rを計芳し.全てのセルでC I Rが
閲値以上ならばそのチャネルを割り当てる

ことにする(2)　また.良好な通話品質を
保つためには, C I Rが閲値以上であれば
よいとされている.また. C 1 Rは次式に

従い求める.

A(i)　　周波数やアンテナ高で決まる定数
R(i)　　基地局iからセル内の最も通い所

までの距離
D(i.j):セルj内から基地局iまでの巌も

近い距離
γ　　: 4(距離の-γ乗に比例し減衰す

る)

3-1.チャネル割当法(II)

方法⑤:チャネル割当法(日の①と同じ

方法⑥:チャネル割当法(I)の(参と同じ
方法(参:チャネル割当法(I)の④と同じ
方法⑧:固定チャネルの使用が終了したら

随時ダイナミ　ックチャネルを固定チャネル
に再配置する.このときダイナミ　ックチャ

ネルは優先願位の低い方から再配置する.
また.ダイナミ　ックチャネルでは優先噺位

の低い方から高い方への再配置を行う(堤
案方法) .

⑤～⑧のダイナミ　ックチャネルの空きチャ
ネルの検索の方法はAvairable法と同様で,
干渉相を計算してチャネル割当を行う.

3-2.シミ　ュレーション樽果及び考案

シミ　ュレーショ　ン結果を図2に示す.シ
ミ　ュレーショ　ン条件は条件I　と同じである

(ただし.チャネル数は120チャネル) .
図2より.干渉和を考慮に入れた方法,及
び方法⑧が効率の良い割当法であることが

わかる.方法⑥.方法⑦は同程度の結果に
なった.これは干渉和を考慮に入れること
でチャネルの使用間隔が狭まり,かつ.ダ

イナミ　ックチャネル(優先職位:低)から
固定チャネル.ダイナミ　ックチャネル(倭

先順位:低)からダイナミ　ックチャネル

(優先順位:ISS)へ再配iylすることにより
どちらも同程度優先順位の低いダイナミ　ッ
クチャネルが空きチャネルとなるためであ
ろう.方法⑧は方法⑥, ⑦を組合わせるこ

とにより更に空きチャネルが多くなるため
より空きチャネルをダイナミ　ックに使用で
きるためであると思われる.
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図2　中心7セルの呼tfl率の平均(干渉和)

4.あとがき

以上の結果により,セル数61, 3段バッ
ファにおいては.方法④により第一段階の
再配置接続はど多くの手間を掛けなくてt)
同程度の結果を得ることができた.また.
干渉和を考慮に入れることにより,更に周
波数の使用効率が上がることがわかった.
今後の諜鞄として, 2段′てッファ, 1段
バッファ等.干渉梢道を変化.またセル数
を変化させた場合にも同様の効果があるの
か確認する必要がある.
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